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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成21年10月1日(2009.10.1)

【公表番号】特表2009-506935(P2009-506935A)
【公表日】平成21年2月19日(2009.2.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-007
【出願番号】特願2008-529092(P2008-529092)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｃ  13/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   9/18     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ  15/06     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｃ  13/00    　　　Ｇ
   Ｂ６０Ｃ   9/18    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｃ  15/06    　　　Ｂ
   Ｂ６０Ｃ  15/06    　　　Ｎ
   Ｂ６０Ｃ   9/08    　　　Ｊ
   Ｂ６０Ｃ   9/18    　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月12日(2009.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断面高さと、最大断面幅と、該最大断面幅の上方にある上側断面部と、該最大断面幅の
下方にある下側断面部とを有するタイヤにおいて、該タイヤは、
　周方向トレッドと、
　一対のサイドウォールと、
　ビードコア、ビードフィラー及びそのビードフィラーとは別個のビードフィラーインサ
ートをそれぞれ含む一対のビード部と、
　一方のビード部から他方のビード部へとタイヤの周りを周方向に延在する少なくとも２
枚のカーカスプライと、
　一対の軸方向端を有するとともに、該少なくとも２枚のカーカスプライと周方向トレッ
ドとの間に配置されて、周方向に延びる少なくとも一つのベルトと、
　一対のベルト縁インサートと、
　少なくとも２枚の補強プライとを備え、
　前記ビードフィラーインサートは、ビードフィラーより上方で、タイヤの下側断面部内
に設けられるとともに、ビードフィラーから所定の間隙を隔てて配置され、
　前記カーカスプライは内側及び外側の折返し部を有し、該内側及び外側の折返し部のそ
れぞれは、トレッドに向かって上方に延びて、内側及び外側の折返し端で終端し、
　前記ベルト縁インサートは、周方向に延びる該少なくとも一つのベルトの軸方向端が、
ベルト縁インサートの端を越えて外側に延びるように、周方向に延びる少なくとも一つの
ベルトの軸方向端と少なくとも２枚のカーカスプライとの間にそれぞれ設けられ、
　前記少なくとも２枚の補強プライは該タイヤの周りを周方向に延在する第一及び第二の
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補強プライを含み、該少なくとも２枚の補強プライはカーカスプライと該タイヤの少なく
とも一方の該サイドウォールとの間に設けられており、該第一及び第二の補強プライの下
側端が、少なくとも２枚のカーカスプライとそれの外側折返し部の折返し端との間に延び
て、該タイヤの該下側断面部において終端し、該第一及び第二の補強プライの上側端が、
内側及び外側のカーカスプライの折返し端の上方で、タイヤのショルダー領域内において
終端し、
　第一及び第二の補強プライのそれぞれの上側端が、ベルト縁インサートの一方の外側端
を越えて内側に延び、その上側端は、ベルトのいずれの軸方向端とも重なり合うことなく
、
　前記ビードフィラーインサートが、補強プライと少なくとも２枚のカーカスプライとの
間に設けられて、該ビードフィラーインサートの上側端は、補強プライの下側端の上方に
延びるとともに、該ビードフィラーインサートの下側端は、ビードフィラーの上側端の下
方に延び、ビードフィラーとビードフィラーインサートとの間の前記間隙には、ゴム材料
が存在することを特徴とするタイヤ。
【請求項２】
　前記第一の補強プライは第一の平行配列コードセットを含み、前記第二の補強プライは
第二の平行配列コードセットを含む、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項３】
　前記第一及び第二の平行配列コードセットの角度方向が、前記タイヤの周方向に対して
約４５度から約８５度の間にある、請求項２に記載のタイヤ。
【請求項４】
　前記第一及び第二の平行配列コードセットが互いに交差する向きに向けられている、請
求項３に記載のタイヤ。
【請求項５】
　前記第一及び第二の平行配列コードセットがナイロンから構成される、請求項４に記載
のタイヤ。
【請求項６】
　第一の補強プライは、約０．６ｍｍから約１．２ｍｍの厚さを有し、第二の補強プライ
は、約０．６ｍｍから約１．２ｍｍの厚さを有する、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項７】
　前記少なくとも２枚のカーカスプライが、径方向に配置されたコードを含む、請求項１
に記載のタイヤ。
【請求項８】
　第一及び第二の補強プライの下側端が、外側のカーカスプライの下方であって、タイヤ
の下側断面部内で終端する、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項９】
　前記折返し部が前記タイヤの前記断面高さの約３０％から約７０％の間の高さを有する
、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項１０】
　前記第一及び第二の補強プライの前記下側端の少なくとも一方が、前記少なくとも１枚
のカーカスプライの前記折返し端の下方に約４ｍｍから約１５ｍｍの間の径方向距離だけ
延在している、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項１１】
　前記タイヤの周りを周方向に延在する少なくとも一つのベルトを更に備え、該少なくと
も一つのベルトは前記トレッドと前記少なくとも２枚のカーカスプライとの間に設けられ
ている、請求項１に記載のタイヤ。
【請求項１２】
　トレッドと、
　一対のサイドウォールと、
　ビードコア、ビードフィラー及び、そのビードフィラーとは別個のビードフィラーイン
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サートを含む一対のビード部と、
　一方のビード部から他方のビード部へとタイヤの周方向に延びる少なくとも２枚のカー
カスプライと、
　一対の軸方向端を有するとともに、該少なくとも２枚のカーカスプライと前記トレッド
との間に配置されて、周方向に延在する少なくとも一つのベルトと、
　前記カーカスプライとタイヤの一方のサイドウォールとの間に配置される内側及び外側
の傾斜補強プライと、を備えるタイヤにおいて、
　前記ビードフィラーインサートが、ビードフィラーの上方で、タイヤの下側断面部内に
設けられ、該ビードフィラーインサートは、ビードフィラーから所定の間隙を隔てて配置
され、
　前記カーカスプライは内側及び外側の折返し部を有し、該折返し部のそれぞれは、トレ
ッドに向かって上方に延びて、内側及び外側の折返し端で終端し、
　前記内側及び外側の傾斜補強プライの下側端は、前記少なくとも２枚のカーカスプライ
と、前記外側の折返し部の一つの折返し端との間に延びて、カーカスプライの折返し端の
下方で終端し、
　内側及び外側の傾斜補強プライの上側端は、内側及び外側のカーカスプライの折返し端
の上方で、タイヤのショルダー領域内で終端し、それの上側端は、ベルトのいずれの軸方
向端とベルトのいずれの軸方向端とも重なり合うことなく、
　前記ビードフィラーインサートは、補強プライと少なくとも２枚のカーカスプライとの
間に設けられて、該ビードフィラーインサートの上側端は、補強プライの下側端の上方ま
で延びるとともに、該ビードフィラーインサートの下側端は、ビードフィラーの上側端の
下方まで延び、ビードフィラーとビードフィラーインサートとの間の前記間隙にはカーカ
スコードが存在しないことを特徴とするタイヤ。
【請求項１３】
　前記外側の傾斜補強プライが、タイヤの周方向に対して約４５度から約８５度の角度で
指向されている平行配列コードを含み、内側の傾斜補強プライが、タイヤの周方向に対し
て約４５度から約８５度の角度で指向されている平行配列コードを含む、請求項１２に記
載のタイヤ。
【請求項１４】
　内側の傾斜補強プライの平行配列コードが、外側の傾斜補強プライの平行配列コードに
対して交差する向きに指向されている、請求項１３に記載のタイヤ。
【請求項１５】
　内側及び外側の傾斜補強プライの平行配列コードは、ナイロン、ポリエステル、レーヨ
ン及びスチールからなるグループから選択された材料より構成されている、請求項１３に
記載のタイヤ。
【請求項１６】
　外側の傾斜補強プライの下側端は、内側の傾斜補強プライの下側端より下方に約４ｍｍ
から約６ｍｍの径方向距離だけ延在している、請求項１２に記載のタイヤ。
【請求項１７】
　最大断面幅と、該最大断面幅の上方にある上側断面部と、該最大断面幅の下方にある下
側断面部とを有するタイヤにおいて、該タイヤは、
　トレッドと、
　一対のサイドウォールと、
　ビードコア、ビードフィラー及びそのビードフィラーとは別個のビードフィラーインサ
ートを含む一対のビード部と、
　径方向に配置されたコードを有するとともに、一方のビード部から他方のビード部へと
タイヤの周方向に延びる少なくとも１枚のカーカスプライと、
　一対の軸方向端を有するとともに、該少なくとも１枚のカーカスプライとトレッドとの
間に配置されて、周方向に延びる少なくとも一つのベルトと、
　前記少なくとも１枚のカーカスプライと、タイヤの一方のサイドウォールの上側部との
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間に配置される一対の第一傾斜補強プライと、
　前記少なくとも１枚のカーカスプライと、タイヤの他方のサイドウォールの上側部との
間に配置される一対の第二傾斜補強プライと、を備えるタイヤにおいて、
　前記ビードフィラーインサートは、ビードフィラーの上方であって、タイヤの下側断面
部に設けられ、該ビードフィラーインサートが、ビードフィラーから所定の間隙を隔てて
配置され、
　前記少なくとも１枚のカーカスプライは折返し部を含み、該折返し部は、トレッドに向
かって上方に延びて、端で終端し、
　前記第一及び第二の一対の傾斜補強プライは下側端及び上側端を有し、該下側端は、タ
イヤの下側部で終端し、該上側端は、カーカスプライの折返し端の上方であって、タイヤ
のショルダー領域で終端し、
　第一及び第二の一対の傾斜補強プライの該上側端は、ベルトの各軸方向端と重なり合う
ことなく、第一及び第二の一対の傾斜補強プライの該下側端は、少なくとも１枚のカーカ
スプライとそれの外側の折返し部との間に延在し、
　前記ビードフィラーインサートは、補強プライと少なくとも１枚のカーカスプライとの
間に設けられ、該ビードフィラーインサートの上側端は、該補強プライの下側端の上方に
延びるとともに、該ビードフィラーインサートの下側端は、ビードフィラーの上側端の下
方に延び、ビードフィラーとビードフィラーインサートとの間の前記間隙には、ゴム材料
が存在することを特徴とするタイヤ。
【請求項１８】
　前記第一及び第二の一対の傾斜補強プライのそれぞれは内側及び外側の傾斜補強プライ
を含み、該内側及び外側の傾斜補強プライは、タイヤの周方向に対して約４５度から約８
５度の間の角度で指向されている平行配列コードを含む、請求項１７に記載のタイヤ。
【請求項１９】
　前記内側及び外側の傾斜補強プライの平行配列コードは、互いに交差している、請求項
１８に記載のタイヤ。
【請求項２０】
　少なくとも１枚のカーカスプライが、径方向に配置されたコードをそれぞれ有する２枚
のカーカスプライを含む、請求項１８に記載のタイヤ。
【請求項２１】
　内側及び外側の傾斜補強プライの平行配列コードがポリエステルから構成されている、
請求項１８に記載のタイヤ。
【請求項２２】
　第一ベルト縁インサート及び第２ベルト縁インサートを含む、一対のベルト縁インサー
トをさらに備える請求項１７に記載のタイヤであって、
　前記一対の第一傾斜補強プライの上側端が、第一ベルト縁インサートの外側端を越えて
内側に延び、かつ周方向に延びる少なくとも一つのベルトの軸方向端が、第一ベルト縁イ
ンサートの内側端を越えて外側に延びるように、第一ベルト縁インサートが、周方向に延
びる少なくとも一つのベルトと少なくとも１枚のカーカスプライとの間に設けられ、
　前記第二の一対の傾斜補強プライの上側端が、第二のベルト縁インサートの外側端を越
えて内側に延び、かつ周方向に延びる少なくとも一つのベルトの軸方向端が、第二のベル
ト縁インサートの内側端を越えて外側に延びるように、第二ベルト縁インサートが、周方
向に延びる少なくとも一つのベルトと少なくとも１枚のカーカスプライとの間に設けられ
ることを特徴とするタイヤ。
【請求項２３】
　第一及び第二の一対の傾斜補強プライの少なくとも一つの下側端は、少なくとも１枚の
カーカスプライの折返し部の下方に約４ｍｍから約１５ｍｍの間の径方向距離だけ延在し
ている、請求項１７に記載のタイヤ。
【請求項２４】
　少なくとも一つのベルト縁インサートをさらに備える請求項１２に記載のタイヤにおい
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て、
　内側及び外側の傾斜補強プライの上側端が、少なくとも一つのベルト縁インサートの外
側端を越えて内側に延びて、周方向に延在する少なくとも一つのベルトの一対の軸方向端
のうちの一つが、少なくとも一つのベルト縁インサートの内側端を越えて外側に延びるよ
うに、前記少なくとも一つのベルト縁インサート周方向に延びる少なくとも一つのベルト
の軸方向端の一つと、少なくとも２枚のカーカスプライとの間に設けられることを特徴と
するタイヤ。
【請求項２５】
　前記内側及び外側の傾斜補強プライの少なくとも一つの下側端は、外側のカーカスプラ
イの折返し部の下方に約４ｍｍから約１５ｍｍの間の径方向距離だけ延在している、請求
項１２に記載のタイヤ。
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